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米
は
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
B
な
多
-
消
耗
せ
り
｡

F
n】

著
粁
軒
川

か

別
の
偲
椴
に
於
て
水
分
含
髄
の
興
れ
る
玄
米
な
八
ケ
月
間
貯
粒
し
た
る
後
に
米
の
葬
芽
力
P,'ヴ
ィ
タ
ミ
ン
11

倍
q
Jあ

相
伴

な
Ld
た
る
時
も
水
分
含
丑

S
多
q
u
に
従
ひ
て
韓
芽
カ
な
減
.す
る
',,粗
略
に
ゲ
イ
ぞ
､､
ン
B
も
減
少
し
た
り
｡
さ
れ
1.7,帝
非
力
々
全
-
喪
失
す

る
も
ブ
イ
タ
･,,
ン
B
は
若

.+
丑
存
在
す
る
な
認
め
た
る
こ
'])本
懐
敬
rr)同
じ
O

＼ー
一ヽ一

又
秋
元
稔
氏
川
代

､
が

研
託
せ
し
結
果
を
見
る
も
大
要
右
,,,同
じ
｡

孜
に
考
勲
な
試
み
ん
に
米
が
律
井
す
る
に
は
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
B
か
要
す
る
か
故
に
憤
り
に
ブ
イ
q
,､,
y
n
が
全
-
失
は
れ
た
る
域
合
あ
り
,I)

す
れ
ば
勿
論
柚
子
は
礁
辞
せ
ざ
る
な
り
｡
故
に
ゲ
イ
タ
･,'
ン
B
pr)萌
芽
pr)は
密
接
の
幽
係
あ
り
｡

さ
れ
r7)反
対
に
米
か
発
芽
カ
を
全
-
姫
失

し
た
り
r')す
る
も
前
述
の
姐
-
同
時
に
げ
T
ク
､･
ン
B
は
全
-

滑
失
す
る
･･C
の
に
あ
ら
ず
し
て
若
干
*
存
在
す
る
な
り
｡
故
に
e
i芽
力
に
て

ヴ
ィ
タ
ミ
ン
U
の
倉
見

か
決
定
す
る
こ
fr)経
は
ざ
れ
,.I;)柄
希
同

1
6
仰
向
に
て
変
化
す
る
こ
rr)
は
確
任
な
り
｡
伽
も
米
の
市
井
力
に
駁
撃
す

ら
促
件
は
帆
畔
に
米
り
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
ぉ
に
も
影
轡

を
及

は
す
∪水
分
合
丑
が
大
に
し
て
塩
度
請
け
れ
ば
早
-
市
井
力
を
失
ふ
rJ)同
時
に
ブ
イ

メ
,,,
ン
B
も
多
-
消
耗
せ
ら
れ
'
反
別
に
米
が
乾
燥
し
て
粧
組
に
出
か
ろ
れ
ば
同
畔
に
ブ
イ
タ
,r,
ン
B
の
滑
耗
1
逸
ら
ざ
る
か
或
は
少
な
き

･も
の
な
り
O
故
に
著
者
等
が
常
に
壬
｡=E
せ
る
が
如
-
米
穀

S貯
穀
に
於
て
は
米
の
獲
芽
力
保
存
を
目
標
F')し
て
管
増
す
べ
-
､
帝
芽
力

が
完

全
に
保
甘
TTJろ
れ
ば
米
田
に
壁
化
な
q
uは
勿
論
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
B
の
保
存
も
全
き
も
の
pJ)1テ
ル
べ
L
O

弘
に
附
紀
す
べ
き
は
本
偲
級
に
伏
せ
し
旭
及
吉
齢
柚
は
同

山
地
~
ー声ー

一
年
度
に
塵
し
水
分
も
同
校
pJ)な
し
て
同

一
の
鬼
埋
な
な
し
た
る
も

の
な
れ
.';)井
ブ
イ
タ
･･,
ン
月

(
･=

立
に
於
て
差
熊
を
示
し
た
り

.
之
れ
は
試
扱
傑
件
の
糞
輿
に
締
す
べ
き
か
苑
は
品
欄

の葦
異
に
附
ろ
･J

のな

る
か
紘
敬
に
研
究
な

要
す
る
な
り
｡
品
種
'rJヴ
ィ
タ
,p,
ン
B
d･==.'肌
tr)の
組
博
は
後
口
の
折
発
に
保
つ
べ
き
も
の
な
り
O
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1
､
昭
和
川
年
に
玄
米
の
療
芽
〃

ミ
グ
イ
ク
ミ
ン
03_含
茄
p,)の
幽
係
に
つ
き
て
性
駿
せ
り
｡

二
､
昭
和
三
年
産
の
池
及
吉
備
給

い立
米
な
は
水
分

一
二
妬
ー

一
凶
%
及

1
人ハ
〆
,,)な
し
て
､
水
分

〓

tr解
の
米
は
食

芽

力
な
完
全
に
有

し
､

rL
凶
%
､

l
六
%
の
米
は
之
を
砧
氏
三
九
度
に
正
き
て
昭
和
凶
年
五
月
に
は
錐
芽
力

な
全
-
矢
は
し
め
た
O
JO

三
､
健
芽
力
を
完
全
に
有
せ
る
米
.(一碓
井
力
を
仝
-
失
ひ
LLろ
米
ヾ
.な
比
較
す
れ
ば
顔
井
T･,TTな

和
せ
る
米
は
額
芽
TU
を
失
ひ
た
ろ
米
に

比
し

て
ゲ
イ
ク
､,､
ン
B
を
多
く
G
す
｡

四
､
亜
芽
わ
を
全

-
失
ふ
･J
ゲ
イ
ク
･,,
ン
B
は
締
拝
せ
し
､
水
分
S
多
き
米
に
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
B
含
虻
は
少
-
1
水
分
小
な
き
米
に
ゲ
イ

ぞ
1

ン
B

妊
比
棟
的
に
多
し
｡

克
､
米

S帝
芽
力

に
て
ゲ
イ
ク
ミ
ン
月

並

な
決
定
す
る
こ
./)椎

は
ざ
れ
,2'郎
者
は
1

'I
の
傾
向
に

て鍵
化
す
｡
即
ち
坪
井
力
に
及
緑
す
駐

中

紘
同
時
に
ゲ
イ
ク
･,,
ン
C3
に
J
滋
柵
甘す
o

#
,米
の
券
芽
力
と
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
;
と
の
脚
係
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せ
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立
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ヴ
ィ
タ
ミ
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含
地
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就
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食
草
研
究
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十
八
巻

(
4
)
掩
方
知
三
郎
ー
河
北
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大
川
噂

轟

日
栄
構
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テ

(
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二
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ニ
ヴ
ィ
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ミ
ン
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食
伽

二
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1T
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第
十
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二
八
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⊥
l三
五
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正
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二
年
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茂
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照
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ヴ
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ミ
ン
n
京
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す
影
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日
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覧
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